
　

全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
所
在

市
町
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
49
年

に
発
足
し
、
国
立
の
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
の
所
在
す
る
12
市
町
で
構

成
さ
れ
、
共
通
す
る
課
題
に
つ
い

て
協
議
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
と

と
も
に
、
所
在
市
町
の
連
携
、
協

力
及
び
相
互
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
療
養
所
入
所
者
、

療
養
所
退
所
者
、
そ
し
て
家
族
の

人
権
、
尊
厳
、
名
誉
を
回
復
さ
せ

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
療
養
体
制
の
充
実
を
は

じ
め
と
す
る
福
祉
の
増
進
に
よ

り
、
地
域
の
中
で
孤
立
す
る
こ
と

な
く
、
穏
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
、
高
齢
化
が
進
む

入
所
者
が
求
め
る
療
養
体
制
の
充

実
等
を
国
に
対
し
て
要
請
す
る
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
終
了
後
に
は
、
衆
議
院
議

員
の
森
山
𥙿
議
員
と
網
屋
信
介
議

①地元選出国会議員を交えた情報交換会
②鹿屋農業高校和太鼓部「魂（こころ）」による演奏披露
③園長や自治会役員との懇談
④納骨堂前で献花

①

②

③

④

　

７
月
12
日
、
国
立
療
養
所
所
在
地
の
首
長
、
議
会
議
長
な
ど
約
50
人
が

出
席
し
て
、「
平
成
24
年
度
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
所
在
市
町
連
絡
協

議
会
総
会
」
が
12
年
ぶ
り
に
鹿
屋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
23
年
の
事
業
報
告
等
や
、
平
成
24
年
度
の
事
業
計
画

等
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
構
成
市
町
間
で
災
害

時
に
お
い
て
も
相
互
支
援
を
行
う
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　
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員
を
交
え
、
情
報
交
換
を
行
い
、

両
議
員
に
国
へ
の
要
請
活
動
に
対

す
る
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
鹿
屋
農
業
高
等

学
校
和
太
鼓
部
「
魂
（
こ
こ
ろ
）」

に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
パ
リ
・
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
世
界
デ
ビ
ュ
ー

し
た
バ
ラ
の
焼
酎
「
薔
薇
の
贈
り

も
の
」
や
世
界
経
済
年
次
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
ダ
ボ
ス
会
議
」
で
愛
飲
さ

れ
た
「
ご
ぼ
う
茶
」、「
か
の
や
カ

ン
パ
チ
」、「
鹿
児
島
黒
牛
き
も
つ

き
牛
」、「
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
」、

「
紅
は
る
か
」
な
ど
鹿
屋
市
の
特

産
品
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
13
日
に
は
、
星
塚

敬
愛
園
を
訪
問
し
、
納
骨
堂
の
前

で
献
花
を
し
故
人
を
偲
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
施
設
を
見
学
す
る

と
と
も
に
、
園
長
や
自
治
会
役
員

と
懇
談
を
し
、
国
立
療
養
所
の
現

状
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し

た
。

全
国
ハ
ン
セ
ン
病
協
議
会
総
会
を

鹿
屋
で
12
年
ぶ
り
に
開
催

〜
国
立
療
養
所
所
在
地
の
代
表
が
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
真
の
解
決
に
向
け
た
支
援
を
決
議
〜
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